
　生徒の玄関ホールに昨年造ったミニステージで、今年は各種のイベ
ントを開催しています。なかでも、「ふるさと　この人　インタビュ
ー」は、地域で活躍している人を招待して、生徒会役員がインタビュ
アーとなり、その心に迫るものです。自分たちにできる地域貢献につ
いて考えるよい機会となっています。第１回は、明和地区在住の川合
信道さんに、地域新聞『やっとかめ』について、第２回は冷田地区在住
の弁理士吉田大さんに、地域通貨『おむすび通貨』について、それぞれ
20分程度ですが語っていただきました。活動を起こした人の話は、そ
の人の情熱が直に生徒に伝わり、インパクトのある会になっています。
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－足助から－
　　春よ　来い

－新成人を祝う会－
　　１月１１日（日）に新成人を祝う会が盛大に

　　開催されました

－あすっこ紹介－
　　今回は　Uターン編　橋本厚子さん、

　　団体編　DJ♡girlsさん　をご紹介！！

－足助中学校校長先生より－
　　ふるさと　この人　インタビュー

－あすけ通信からのお知らせ－
　　来年度からのあすけ通信について

－足助の春のイベント－
　　足助は春もイベント盛り沢山！！

お品書き
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出かけよう！！
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足助とつながる情報誌足助とつながる情報誌

あすけ通信
あすけ通信ではBlog・Twitter・Facebookもやっています！！
ぜひ一度ご覧になってください！！
足助の魅力が満載ですよ☆　「あすけ通信」で検索！！

ふるさと　この人　インタビュー －あすけ通信からのお知らせ－－あすけ通信からのお知らせ－

○巴川　アマゴ釣り解禁
　３月１日（日）～
　今年も待ちに待ったアマゴ釣り解禁がやってきま
した。鮎は６月中旬以降に解禁の予定です。今年
も釣りに来ていただけるのをお待ちしています。

○かたくりの花　見ごろ
　３月中旬～４月上旬
　「春の妖精」とも言われる可愛らしいカタクリの花
が見ごろを迎えます。暖かい昼下がりに訪れると、
綺麗に花を開かせたカタクリが楽しめます。カタ
クリの後は、山桜やモミジの新緑が楽しめます。

○足助の春祭り
　４月11日・12日（土・日）
　「女の子の祭り」ともいわれ、美しく飾られた花
車で女の子がお囃子を奏でます。春の華やかなお
祭りに是非いらしてください。

○あすけルネッサンス
　５月３日（日）～５月５日（火）（予定）
　お馴染みのアマゴつかみの他に、足助の古い町並
みの中で、働く車体験コーナーなども行います。
ご家族揃ってぜひお越しください。

○たんころりんのキャンドルナイト
　６月上旬
　たんころりんでスローな夜を楽しみませんか？電
気の消えた夜の町並みを楽しみながら省エネを考
える機会として、「たんころりん」を一夜だけ灯
します。

○神越渓谷　渓流マス釣り大会
　４月19日（日）
　大岩や強い瀬、ゆるやかな淵など大自然の中で渓
流釣り大会が開催されます。お問合せは神越渓谷
マス釣り場まで（0565－62－2150）

○巴川　アマゴ釣り解禁
　３月１日（土）～
　今年も待ちに待ったアマゴ釣り解禁がやってきま
　した。鮎は６月上旬以降に解禁の予定です。今年
　も釣りに来ていただくのをお待ちしています。

○かたくりの花　見ごろ
　３月中旬～下旬
　「春の妖精」とも言われる可愛らしいカタクリの花
　が見ごろを迎えます。暖かい昼下がりに訪れると、
　綺麗に花を開かせたカタクリが楽しめます。カタ
　クリの後は、山桜やモミジの新緑が楽しめます。

○足助の春祭り
　４月１１日・１２日
　「女の子の祭り」ともいわれ、美しく飾られた花車
　で女の子がお囃子を奏でます。春の華やかなお祭
　りに是非いらしてください。

○あすけルネッサンス
　GW中（予定）
　お馴染みのアマゴつかみの他に、今年も特別に足
　助の古い町並みの中で、働く車体験コーナーなど
　も行います。ご家族揃ってぜひお越しください。

○たんころりんのキャンドルナイト
　６月上旬
　たんころりんでスローな夜を楽しみませんか？電
　気の消えた夜の町並みを楽しみながら省エネを考
　える機会として、「たんころりん」を一夜だけ灯し
　ます。

○中学校行事（三味線演奏？？）
　発行時期に間に合えば掲載←２５日確認
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

きら

子どもが通う冷田小学校

　いつもあすけ通信を読んでいただいて、本当にありがとうござい
ます。ここではあすけ通信編集委員会より来年度からのあすけ通信
についてお知らせをします。
　平成24年度から足助地区地域予算提案事業『足助通信によるUター
ン促進事業』としてこれまで12号発行してきました『あすけ通信』で
すが、事業の見直しに伴い、平成27年度からは豊田市役所足助支所
で発行している『支所だより』の一部に移行して発行します。
　また、同時にこれまで住民ボランティアとしてあすけ通信の取
材・撮影・記事作成・校正・ブログ作成などに一から携わってきた
委員会メンバーはこの第12号の発行をもちまして任期が満了となり
ます。
　来年度から発行方法や委員会メンバーは変わりますが、あすけ通
信の役割（読者の皆様が“足助”とつながりを持つことができる地域情
報誌）は変わりません。これからも足助の風景やイベント情報などを
皆様にお伝えしていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願
いします。
　また、あすけ通信読者の皆様の
「足助のこんな情報を知りたいな
ぁ」という要望や「あすけ通信に
こんな写真や情報あげるよ！」と
いう情報提供をしてくださる方、
大歓迎ですので、是非ご連絡くだ
さい。よろしくお願いします。

あすけ通信に載せたい情報を募集！！
「こんな記事を載せたらどうかな？！」

「地元ではこんなイベントやってるよ！！」etc...

あすけ通信に携わってくれる方大募集！

まずは気軽に事務局までお電話ください。

お待ちしてます！　℡ 0565－62－0601
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宮町に念願の消防団新詰所完成宮町に念願の消防団新詰所完成

宮町に念願の消防団新詰所完成宮町に念願の消防団新詰所完成 橋本 厚子さん　36歳（足助自治区在住）

料理研究家

八人目　橋本 厚子さん　36歳（足助自治区 在住）

料理研究家
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新成人を祝う会

平勝寺の観音様
パラミタミュージアムへ
平勝寺の観音様
パラミタミュージアムへ

　１月11日（日）足助交流館にて「新成人を祝う会」が開催され、67名の成人の門
出をお祝いしました。式典、小中学校の恩師との再会や記念撮影の後、今年の
取組みとして新成人から保護者の方に花をプレゼントしたり、新成人の退場時
に保護者の方が花道を作るなど、親子の温かさを感じる会となりました。ふる
さと“足助”での思い出やつながりを大切に、これからも夢に向かって歩み続け
て欲しいです。（も）

～あすけチャレンジＷＥＥＫ～～あすけチャレンジＷＥＥＫ～

足助中学校２年生　山﨑 あやめさん（左）
　　　　　　　　　髙木 篤くん（右）

　私たちは、５日間のあすけチャレンジＷＥＥＫ（職場体験）で、支所の方と一緒に「里山くらし体験館すげ
の里」・「いこいの村あいち」と「神越渓谷」の見学をしました。そこで、自分たちも知らない足助の魅力に気
づきました。「神越渓谷」は、自然の木を使ったすばらしい工房（鼎工房）がありました。新盛にある「里山く
らし体験館すげの里」に行ったとき、足助に興味をもって住もうとしてくださる方に向けて、山里のよさを
生かした積極的な取組について知ることができました。これは、足助の過疎化防止とともに、町の活性化を
図るために若い人を求めての対策として、必要不可欠ではないかと考えました。
　私たちは人を足助に呼び込む手段を考えました。それは交通網の整備や宿泊施設の設置、イベントの活
性化などです。また、「いこいの村あいち」のように使われていない施設の現状にも目を向けて、解決策を
考えていく必要があると思いました。そのためには、今後の町の活性化対策ができるような、地区ごとの
人口の様子がわかる地図を作成していくことが必要だと気づき、その作成に力を入れました。
　このように足助を活性化するために、私たち中学生も地域の活動に率先して参加し、もっと地域のよさ
を知り、地域を盛り上げていきたいです。

かなえ

足助の各地区の人口が一目でわかる地図を作りました！思っていたより地区によって差がありました！！

　足助町新町にある『魚九』（鮮魚販売・仕出し）の長女。豊田市広路町で料理教室主催、名古屋を中心にケータリングシェフ、テレビ、
雑誌、飲食プロデュース、など、料理研究家として活躍している。
　足助中学校卒業後、海外留学制度に魅力を感じて光ヶ丘女子高等学校に進学。寮生活のために15歳で親元を離れる。就職後は名古屋で
生活していたが、昨年Ｕターンして20年振りに再び足助暮らしをはじめた。
　社会人になって体調を崩した時期があり、両親から「足助に戻ってきて、うちを改装してカフェでもやったら」と言われたときから料
理への道がはじまった。カフェをやるのだったらカフェで修行をしよう、と働きはじめたところが料理研究家の田中稔氏がプロデュース
している店舗だった。
　師匠の事務所に行って料理の研修を受ける中、料理研究家という働き方を知り、師匠の元で経験を積むとともに「味覚と視覚で楽しむ
食」をテーマに先輩とケータリングユニットを組んで活動した。
　ある日、有名レストランの写真集をたまたま見たときに「私はここへ行くしか無い」と直感し、修行させてくれないかと電話をかけた。
そこはカナダのオンタリオ州にある、完全無農薬のフレンチレストラン『Eigensinn　Farm』。修行させてくれという電話が世界中から月

に20本以上かかってくるという。行けるかどうかわからなかったが、履歴書を送ってビザ申請を同時進行。半年後に「すぐ来てください」と電話があった。
　修行期間は１年間という制限がある。そこでは、料理に出す、豚、羊、鴨、鶏などをファームで育てているため、その世話をする仕事もあった。外は－30℃の世界。一晩で
逃げ帰ってしまう料理見習いもいた。お客様は世界中から本物の美食家がやってきた。
　足助に帰ってくることになったきっかけは、仮住まいの予定だった実家への一時帰宅。まだ帰ってくるつもりは無かったのだが、来てみ
たらあまりにも足助が良すぎたのだ。料理研究家として見ると、この周辺には真面目に取り組んでいる生産者が多く宝の山のように思えた。
クオリティが非常に高い。食べ物がほんとにおいしい。足助独自の文化のすばらしさにも気付き、そのまま住み続けることにした。
　今、『魚九』を『UOQ』と表記してケータリングをやっている。考えてみるとケータリングは『魚九』の仕出しと同じだ。『魚九』を現
代に解釈して、そのまま継続していきたいという思いも強い。この町に生まれたから今がある。足助小学校で取り組んだ、バケツで稲を育
て、収穫したお米を竹に詰めてご飯を焚くという体験が心に残っている。旧町内のテレビ共聴では、海外のニュースやアニメを見ることが
でき、子どもの頃から英語に親しんだ。足助のそういう取り組みをいろいろ考えてくれた大人の方たちに感謝している。そしてその思いが
言葉になる。「足助、最高ですよ！」（た）
橋本厚子さんのHP：http://atsukohashimoto.com/

あすっこ紹介あすっこ紹介 DJ♡gir ls（平成25年結成）

ダンスサークル

団　体　編

　足助の女子高校生２人が「ダンスをやりたい！」と話していてはじまったのがDJ♡girlsのきっかけ。足助交流館で部屋を借りられ
ると聞き、初期メンバーの２人はそのままの成り行きでダンスをはじめる。大きな部屋にたった２人で活動していたあるとき、不思
議そうに交流館職員さんが部屋に入ってきて「何してるの～？」と聞いてきた。「ダンスの練習です！」と答えたら、話が盛り上が
り、「交流館はやりたいことができる場でもあるから、もっとダンスがやりたいなら講師の先生を招いてスクールを開いたらいいん
じゃない？」と提案をされた。それからは職員さんの協力のもと、miyako先生に講師をお願いして、まずは体験講座として活動を開
始。最初は２人でやっていたダンスサークルだが、中学生・高校生と輪が広がり、今では14名のメンバーが教室いっぱいになって踊
る。

　当初、ダンスの練習に必要な鏡が部屋にはついていなかった。彼女たちの熱い想いが職員に伝わり、鏡が壁一面に設置された。それまで見えなかった自分達の動きが見える
ようになり、伸び伸びと踊れるようになった。こうして彼女達の「ダンスをやりたい！！」という願いはみるみるうちに叶っていった。
　DJ♡girlsの「DJ」はDANCE JUNKY（ダンスが中毒になってしまうほど好きという意味）の略。ガールズヒップホップダンスを中心に練習をしている。活動時間の約半分が
ストレッチや筋トレ、ステップ練習やアイソレーションという体の各部位を単独で動かすダンスならではのトレーニングなどを行う。振りを実際に練習するのは15分くらい。
イベント前だけは練習メニューを変えている。miyako先生の指導のもと、みんなでわからないところを共有しながらとても明るい雰囲気が部屋を包む。笑いが絶えない。しか
し、「しっかりやるところはやる！」というケジメはもちろん。イベント前になると２、３時間のレッスン、ある時にはレッスン以外にも自主的に練習をするメンバーもいる
ほど。本当に努力を惜しまない。イベントが終わった後もうまく踊れなくて「悔しい！」と思うメンバーもいるほど。彼女達の一生
懸命は地域の人にもたしかに伝わっており、足助地区ふれあいまつりや中馬なごやか市に参加した。ビッグバルーンを使ったり、フ
ラッシュモブ（歩行者などを装って突如パフォーマンスを行い、終わるとすぐ解散する取組み）を行うなど、若者だからなせる斬新
なアイディアで足助を盛り上げる。「足助でもやりたいことがあれば、実現できる！」彼女たちの後ろ姿はこう語っているようだ。
　活動日は毎週水曜日の19時～20時。現在会員募集中！新規加入大歓迎！お問い合わせ、お申し込みは足助交流館（☎0565-62-1251）
まで。（も）

ファームアイゲンゼン
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